
様式１ 

 

（宣言日）   2022 年  9 月  20 日 

 

富士山ＳＤＧｓ推進パートナー宣言書 

 

私たちは、「富士山を守り 未来につなぐ 富士山ＳＤＧｓ」を推進する富士宮市とともに、持続可

能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。 

団体・事業所名称 富士宮高校会議所 

区   分 
□企業（業種：      ） □特定非営利活動法人・非営利団体 

□教育・研究機関       □レ その他団体（          ） 

代表者職/氏名 会頭 吉村 未夢 

所 在 地 富士宮市西町 16-18 西町レトロ館  

Ｕ Ｒ Ｌ https://fujinomiya-hsc.com/ 

電 話 番 号 090-5008-5439 

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ sadanori1615@icloud.com 

反社会的勢力で 

ないことの誓約 
□レ 反社会的勢力でなく、反社会的勢力との関わりがない。 

 

団体・事業所として 2030 年（中長期的な）のあるべき姿 

高校生の主体的なボランティア活動により、富士宮市の持続可能な社会創りに貢献しており、

地域のリーダーとなる人材を輩出している。 

団体・事業所としてのＳＤＧｓ達成に向けた特徴的な取組（予定を含む） 

１ 富士宮高校会議所のメンバーの発案で、ニジマスの残渣と朝霧牛の牛糞から、富士バイオ

テック株式会社の協力でできたマスマス元肥（げんぴ）を活用した持続可能な社会創りの活動

を行う。 

２ ベビーカーの２R リサイクル・リユースを通じて、持続可能な社会創りの活動を行う。 

３ 音楽、アートを通じて、老若男女の健康福祉、慰安に繋がる活動を行う。 

ＳＤＧｓの各目標に向けた取組内容及び目標 

注力するゴール 2022 年 12 月までの取組内容及び目標 

 マスマス元肥（げんぴ）を使って栽培した農作物からスィーツ作成

（１つ） 

１２ 
ベビーカーの２Ｒ リサイクル・リユース活動の周知（１台） 

 
音楽、アートを通じた地域の方々の健康福祉慰安活動を行う（１回） 

（記入上の注意） 

１ ３つの目標に関する取組を記載してください。（環境・経済・社会の３分野からそれぞれ選択し

ていることが望ましい。） 

２ 目標は、なるべく数値や数量でどのような貢献ができるかを表していることが望ましい。 

３ 上記の書式に書き切れない場合には、任意の様式で提出いただいて構いません。 

宣言書送付先 ： 富士宮市企画部企画戦略課 （kikaku@city.fujinomiya.lg.jp） 


